
　

福
井
県
立
若
狭
高
校
は
、
２
０
１
１
年

度
、文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」
の
指
定
を
受

け
、理
数
科
（
当
時
。
12
年
度
に
文
理
探
究

科
に
再
編
）
を
中
心
に
探
究
学
習
に
取
り

組
ん
で
き
た
。
現
在
は
、
そ
こ
で
培
っ
た

指
導
ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
に
、普
通
科
、
文
理
探

究
科（
２
年
生
以
降
は
国
際
探
究
科
・
理

数
探
究
科
に
分
か
れ
る
）、
海
洋
科
学
科
の

全
学
科
で
探
究
学
習
を
推
進
し
て
い
る
。

　

学
校
設
定
教
科
「
探
究
科
学
」
を
設
け
、

そ
の
下
に
各
学
科
の
特
性
に
応
じ
た
内
容

の
学
校
設
定
科
目
を
配
置
し
、
系
統
的
な

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
て
い
る
。
探
究

学
習
の
目
標
も
、
学
科
の
特
性
に
応
じ
て

そ
れ
ぞ
れ
設
定
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
の

中
心
を
担
う
理
数
探
究
科
の
目
標
は
、
科

学
技
術
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成

だ
。
そ
し
て
、
国
際
探
究
科
及
び
普
通
科

で
は
、
基
礎
的
な
研
究
手
法
を
学
び
、
科

学
技
術
へ
の
理
解
や
関
心
を
深
め
る
こ
と

を
狙
い
と
し
、
海
洋
科
学
科
で
は
、
海
洋

分
野
の
専
門
家
の
育
成
に
重
点
を
置
く
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
で
の
探
究
学
習
の
進
め
方
と
共

に
、
そ
れ
ら
が
他
の
教
育
活
動
と
ど
の
よ

う
に
結
び
付
い
て
い
る
の
か
を
見
て
い
く
。

　

文
理
探
究
科
で
は
、
１
年
次
に
学
校
設

定
科
目
「
基
礎
科
学
Ａ
」
を
設
け
、「
探
究

実
験
」
と
「
探
究
論
文
」
に
取
り
組
む
。

　
「
探
究
実
験
」
で
は
、
主
に
実
験
を
通
し

て
、
基
礎
的
な
研
究
の
手
法
と
探
究
の
姿

勢
を
身
に
付
け
る
。
指
導
で
は
、
他
科
目

の
内
容
と
関
連
付
け
る
こ
と
を
意
識
す
る
。

例
え
ば
、前
期
に
は
、「
物
理
基
礎
」
の
「
運

動
」
の
単
元
で
学
ん
だ
知
識
が
必
要
と
な

る
「
歩
行
中
の
人
体
の
運
動
解
析
」
を
探

究
テ
ー
マ
と
し
て
提
示
。
生
徒
は
、
グ
ル
ー

プ
単
位
で
テ
ー
マ
を
よ
り
具
体
化
し
、
仮

説
を
立
て
、
実
験
方
法
を
立
案
し
、
実
験
、

考
察
、
発
表
を
行
う
。
そ
れ
ら
を
通
し
て

探
究
の
流
れ
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
た
上

で
、
後
期
に
は
地
域
を
探
究
テ
ー
マ
と
し

た
課
題
研
究
で
実
践
力
を
養
う
。

　

一
方
、「
探
究
論
文
」
で
は
、
前
期
は
、

ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
や
Ｋ
Ｊ
法
な
ど

の
発
想
法
を
学
び
、
新
聞
記
事
や
社
説
の

読
み
比
べ
に
よ
り
、
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー

を
身
に
付
け
た
上
で
、
原
子
力
発
電
所
の

利
用
の
是
非
を
テ
ー
マ
に
し
た
２
０
０
０

字
程
度
の
論
文
を
作
成
す
る
。
地
元
の

若
狭
湾
に
は
原
子
力
発
電
所
が
集
中
し
て

お
り
、
生
徒
の
関
心
が
高
い
か
ら
だ
。
後

期
は
、
科
学
技
術
と
関
連
の
あ
る
社
会
問

題
に
つ
い
て
自
分
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

６
０
０
０
字
程
度
の
論
文
を
作
成
す
る
。

そ
の
過
程
で
は
、
関
連
書
籍
の
輪
読
会
や

意
見
交
換
会
を
実
施
し
、
グ
ル
ー
プ
で
考

学
校
設
定
教
科
と
し
て

系
統
的
に
探
究
学
習
を
展
開

実
践
事
例
●

福
井
県
立
若わ

か

狭さ

高
校

課
題
設
定
能
力
の
育
成
を
柱
に
し
た

探
究
学
習
を
全
学
科
で
推
進

文
部
科
学
省
「
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ
Ｓ
Ｈ
）」
の
指
定
校
で
あ
る
福
井
県
立
若
狭
高
校
は
、

理
数
探
究
科
を
中
心
に
、
全
学
科
で
探
究
学
習
を
推
進
し
て
い
る
。
科
学
的
な
思
考
力
や
表
現
力
な
ど
の
向
上
を
目
指
し
て
、

課
題
設
定
能
力
の
育
成
を
柱
に
据
え
、
評
価
規
準
を
設
定
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
行
い
、
指
導
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。

２
０
１
６
年
度
か
ら
は
、
海
外
の
高
校
と
連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
も
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
計
画
だ
。
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特
集　
　

有
機
的
に
結
び
付
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動

え
を
深
め
て
い
く
。

　
「
探
究
実
験
」
と
「
探
究
論
文
」
は
、
互

い
に
関
連
さ
せ
な
が
ら
進
め
る
。
理
科
の

勝
山
智と

も

央ひ
ろ

先
生
は
、「『
探
究
実
験
』
の
授

業
で
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
課
題
設
定
を
す
る

際
は
、『
探
究
論
文
』
で
学
ん
だ
ブ
レ
ー
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
や
Ｋ
Ｊ
法
を
用
い
て
考
え

を
広
げ
た
り
、
整
理
し
た
り
す
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

　

理
数
探
究
科
の
２
年
次
で
は
、「
探
究
科

学
Ⅰ
」
で
本
格
的
に
探
究
学
習
に
取
り
組

む
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
探
究
学
習
を
行
う
中
で
、
同
校
が
最
も

重
視
し
て
い
る
の
が
、「
課
題
設
定
能
力
」

の
育
成
だ
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
部
長
の
中

村
和
浩
先
生
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　
「
当
初
は
、
探
究
を
し
な
く
て
も
結
果
が

明
ら
か
だ
っ
た
り
、
実
証
が
不
可
能
だ
っ

た
り
と
、
探
究
学
習
に
適
切
と
は
言
え
な

い
テ
ー
マ
を
設
定
す
る
生
徒
が
目
立
ち
ま

し
た
。テ
ー
マ
設
定
の
過
程
で
は
、
科
学
的

な
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
問
わ
れ
、

自
主
的
な
学
習
姿
勢
や
他
者
と
協
働
す
る

力
な
ど
も
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
、
ま

さ
に
本
校
が
生
徒
に
身
に
付
け
さ
せ
た
い

力
で
す
。
そ
こ
で
、『
課
題
設
定
能
力
』
の

育
成
を
、
本
校
の
研
究
の
柱
と
し
ま
し
た
」

　

同
校
で
は
、「
課
題
設
定
能
力
」
を
「
事

象
の
背
景
や
現
状
を
分
析
し
、
科
学
的
根

拠
を
も
っ
て
仮
説
を
立
て
、
自
ら
が
発
展

的
、
独
自
性
の
あ
る
課
題
を
設
定
す
る
能

力
」
と
定
義
。
評
価
方
法
に
は
、
大
阪
教

育
大
の
八
田
幸
恵
准
教
授
の
指
導
を
受
け
、

生
徒
に
論
文
の
作
成
を
課
し
、
そ
の
内
容

を
評
価
す
る
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の

手
法
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。「
課
題
設
定

能
力
」
を
評
価
す
る
５
つ
の
観
点
を
定
め
、

評
価
規
準
を
示
し
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作

成
し
（
Ｐ
．11
図
１
）、
試
行
し
た
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
、
育
て
た
い
力
が
い

つ
、
ど
の
よ
う
に
育
っ
て
い
る
の
か
を
形

成
的
に
評
価
す
る
こ
と
で
、
生
徒
の
学
び

を
明
ら
か
に
し
、
指
導
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

の
改
善
に
生
か
し
て
い
る
。
課
題
研
究
担

当
の
小
坂
康
之
先
生
は
、
評
価
に
基
づ
い

た
指
導
改
善
の
具
体
例
を
こ
う
説
明
す
る
。

　
「
多
様
な
生
物
が
生
息
す
る
海
や
湖
は
、

課
題
発
見
の
た
め
の
調
査
を
す
る
場
所
と

し
て
最
適
だ
と
考
え
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
を
行
い
ま
し
た
。
実
際
、
生
徒
は
強
い

関
心
を
示
し
ま
し
た
が
、
例
え
ば
、
物
理

に
関
す
る
探
究
を
希
望
す
る
生
徒
の
研
究

テ
ー
マ
は
、
評
価
規
準
に
達
す
る
よ
う
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
フ
ィ
ー

ル
ド
の
魅
力
が
あ
り
過
ぎ
て
、本
来
の
自
分

の
関
心
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。そ

こ
で
、
小
さ
な
問
い
を
１
つ
ず
つ
ク
リ
ア

し
て
、
大
き
な
テ
ー
マ
に
つ
な
げ
る
と
い

う
視
点
を
重
視
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」

　

生
徒
は
、
初
め
か
ら
立
派
な
テ
ー
マ
を

設
定
し
よ
う
と
し
が
ち
だ
。
そ
こ
で
、
自

分
が
本
当
に
興
味
を
持
っ
た
分
野
の
小
さ

福
井
県
立
若
狭
高
校

◎
２
０
１
３
年
度
入
学
生
か
ら
３
学
科
体
制
。
教
育

目
標
は
、「『
異
質
の
も
の
に
対
す
る
理
解
と
寛
容
の

精
神
』
を
養
い
、
教
養
豊
か
な
社
会
人
の
育
成
を
目

指
す
」。
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
指
定
校
。

◎
設
立　

１
８
９
７
年
（
明
治
30
）
年

◎
形
態　

全
日
制
・
定
時
制
／
全
日
制
は
、
普
通
科
・

文
理
探
究
科
（
国
際
探
究
科
、
理
数
探
究
科
）・
海
洋

科
学
科
／
共
学

◎
生
徒
数　

1
学
年
約
３
３
０
人

◎
２
０
１
５
年
度
入
試
合
格
実
績
（
現
浪
計
）

国
公
立
大
は
、金
沢
大
、福
井
大
、名
古
屋
大
、大
阪
大
、

神
戸
大
、
福
井
県
立
大
な
ど
に
99
人
が
合
格
。
私
立

大
は
、
同
志
社
大
、
立
命
館
大
、
関
西
大
、
関
西
学

院
大
な
ど
に
延
べ
４
０
３
人
が
合
格
。

◎U
R
L　

http://w
w
w
.w
akasa-h.ed.jp

福
井
県
立
若
狭
高
校

小
坂
康
之　
こ
さ
か
・
や
す
ゆ
き

教
職
歴
15
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
。
海
洋
科
学
科
。「
適

切
な
評
価
と
多
く
の
機
会
を
与
え
た
い
」

福
井
県
立
若
狭
高
校

山
田　
繁　
や
ま
だ
・
し
げ
る

教
職
歴
４
年
。同
校
に
赴
任
し
て
５
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
。地
歴
公
民
科
。「
国
際

社
会
で
活
躍
す
る
人
材
を
育
て
た
い
」

福
井
県
立
若
狭
高
校

勝
山
智
央　
か
つ
や
ま
・
と
も
ひ
ろ

教
職
歴
３
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
。理
科
。「
先
輩
方
か
ら

よ
く
学
び
、
生
徒
以
上
に
成
長
す
る
」

福
井
県
立
若
狭
高
校

中
村
和
浩　
な
か
む
ら
・
か
ず
ひ
ろ

教
職
歴
29
年
。同
校
に
赴
任
し
て
９
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
部
長
。
理
科
。「
立
ち

止
ま
ら
ず
、
挑
戦
し
続
け
る
」

福
井
県
立
若
狭
高
校

花
木
乃
理
子　
は
な
き
・
の
り
こ

教
職
歴
３
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
。
英
語
科
。「
学
び
続

け
る
人
生
を
送
る
力
を
育
み
た
い
」

福
井
県
立
若
狭
高
校

中
村
佐
代
子　
な
か
む
ら
・
さ
よ
こ

教
職
歴
２
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
。
理
科
実
習
助
手
。「
社

会
人
基
礎
力
を
育
み
、社
会
へ
と
つ
な
ぐ
」

福
井
県
立
若
狭
高
校

高
橋　
慧　
た
か
は
し
・
さ
と
し

教
職
歴
６
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
。
理
科
。「
よ
く
遊
び
、

よ
く
学
ぶ
」

育
み
た
い
力
に
基
づ
い
た
評
価
方
法

を
構
築
し
、
指
導
改
善
に
生
か
す
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ら
の
状
態
を
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
り
し

て
い
ま
す
」
と
、
小
坂
先
生
は
ル
ー
ブ
リ
ッ

ク
の
メ
リ
ッ
ト
を
語
る
。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
教
師
の
指

導
の
足
並
み
も
そ
ろ
う
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
教
師
間
で
指
導
の
方
針
や
内
容
を
共
有

す
る
こ
と
は
、
以
前
か
ら
大
き
な
課
題
で

し
た
。
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
後
は
、
指

導
す
べ
き
点
が
誰
の
目
に
も
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
」（
勝
山
先
生
）

　

同
校
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
研
究
の
「
背

景
」「
目
的
」「
方
法
」
に
焦
点
を
絞
っ
て

い
る
。
こ
れ
は
、
次
の
２
つ
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
だ
。
１
つ
は
、
生
徒
の
研
究

内
容
が
専
門
的
に
な
り
、
教
師
が
評
価
す

る
の
が
難
し
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
。
も

う
１
つ
は
、
評
価
で
重
視
す
る
観
点
が
、

「
結
果
」
だ
っ
た
り
「
過
程
」
だ
っ
た
り
と
、

教
師
に
よ
っ
て
異
な
る
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、

評
価
の
観
点
を
「
背
景
」「
目
的
」「
方
法
」

に
絞
っ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
と
し
、
教
師
全

員
が
適
正
に
評
価
で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

そ
う
し
た
上
で
、
生
徒
の
思
考
を
広
げ

る
指
導
に
努
め
て
い
る
。
理
科
実
習
助
手

の
中
村
佐
代
子
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
生
徒
が
自
由
に
考
え
ら
れ
る
よ
う
、
誘

導
的
な
質
問
を
し
な
い
よ
う
に
心
掛
け
て

い
ま
す
。
答
え
を
求
め
る
態
度
を
見
せ
る

生
徒
も
い
ま
す
が
、
考
え
る
過
程
を
楽
し

め
る
よ
う
な
声
掛
け
を
意
識
し
て
い
ま
す
」

　

生
徒
の
意
識
を
学
校
の
外
に
向
け
さ
せ

る
こ
と
も
重
視
し
て
い
る
。
英
語
科
の
花は

な

木き

乃の

理り

子こ

先
生
は
、「
学
習
内
容
と
、
社

会
や
生
活
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
す
る
と
、

視
野
が
開
け
た
り
、
考
え
が
深
ま
っ
た
り

し
ま
す
。
そ
う
し
た
瞬
間
を
持
た
せ
る
指

導
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

２
年
生
で
の
研
究
成
果
は
、
３
年
次
の

学
校
設
定
科
目
「
探
究
科
学
Ⅱ
」
で
論
文

に
ま
と
め
、
研
究
発
表
を
行
う
な
ど
し
て
、

科
学
的
な
思
考
力
や
表
現
力
に
磨
き
を
か

け
る
。
14
年
度
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
に
よ
る

評
価
で
は
、
生
徒
の
15
％
は
レ
ベ
ル
５
、

67
％
は
レ
ベ
ル
４
に
位
置
付
け
ら
れ
、「
課

題
設
定
能
力
」の
向
上
に
関
し
て
は
お
お
む

ね
良
好
で
あ
る
と
、
同
校
は
捉
え
て
い
る
。

　

国
際
探
究
科
の
３
年
次
の
地
歴
公
民
科

で
は
、
学
校
設
定
科
目
「
社
会
研
究
」
を

設
定
し
、
探
究
学
習
を
行
っ
て
い
る
。

　

15
年
度
は
、
若
狭
地
域
の
歴
史
や
地
理

に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
市
内
の
集
落
を
訪

れ
、
地
域
お
こ
し
に
か
か
わ
る
人
た
ち
へ

の
聞
き
取
り
調
査
な
ど
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
研
究
成
果
は
、
京
都

大
大
学
院
教
育
学
研
究
科
が
運
営
す
る
Ｅ
．

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
（
イ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
）
の
研

究
発
表
会
で
発
表
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
科
目
で
も
、「
方
法
」
な
ど

に
重
点
を
置
い
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
を
作
成

し
、
生
徒
に
提
示
し
て
い
る
。
地
歴
公
民

科
の
山
田
繁し

げ
る

先
生
は
、
そ
の
狙
い
を
語
る
。

　
「
調
べ
て
発
表
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

自
分
の
考
え
や
行
動
が
ど
う
変
化
し
た
か

に
着
目
す
る
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

市
民
性
を
育
て
る
こ
と
も
意
識
し
て
お
り
、

活
動
後
、
自
主
的
に
地
域
お
こ
し
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
た
生
徒
も
い
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
な
充
実
し
た
探
究
学
習
を
支

え
る
の
は
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
だ
。
部
長

の
中
村
和
浩
先
生
を
含
め
所
属
す
る
９
人

全
員
が
自
薦
で
あ
り
、
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係

が
特
徴
だ
と
い
う
。

　
「
皆
が
新
し
い
教
育
を
創
り
上
げ
る
気
概

を
持
ち
、
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
は
固
定
せ
ず
、
イ

ベ
ン
ト
に
は
総
掛
か
り
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
多
忙
な
組
織
で
す
が
、
目
標
を
共

有
し
て
同
じ
ベ
ク
ト
ル
で
努
力
し
て
い
る

な
問
い
を
出
発
点
に
し
て
、
大
き
な
テ
ー

マ
に
育
て
て
い
く
視
点
を
持
た
せ
る
よ
う

に
し
た
。
そ
の
よ
う
な
問
い
の
立
て
方
を

育
て
る
場
の
１
つ
が
、
大
学
教
員
や
研
究

員
な
ど
の
専
門
家
か
ら
助
言
を
受
け
る
「
探

究
協
働
会
議
」（
年
３
回
）
だ
。

◎
第
１
回
（
６
月
）　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
研

究
目
的
や
手
法
に
つ
い
て
発
表
し
、
助

言
を
受
け
る
。

◎
第
２
回
（
９
月
）　

福
井
県
立
大
と
の
高

大
連
携
ポ
ス
タ
ー
発
表
会
で
中
間
発
表

を
行
い
、
研
究
の
手
法
や
方
向
性
に
つ

い
て
助
言
を
受
け
る
。

◎
第
３
回
（
２
月
）　

口
頭
発
表
や
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
行
い
、
研
究
全
体
や
発
表

に
お
け
る
科
学
的
な
表
現
に
つ
い
て
助

言
を
受
け
る
。

　

回
を
重
ね
る
ご
と
に
生
徒
の「
課
題
設
定

能
力
」
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
、
研
究
ノ

ー
ト
の
記
述
を
見
て
も
明
ら
か
だ
（
図
２
）。

　

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
、
２
年
生
の
４
月
に

生
徒
に
提
示
し
、
探
究
学
習
で
身
に
付
け

る
力
を
説
明
す
る
。「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で
自

己
評
価
す
る
こ
と
で
、
生
徒
は
、
自
ら
の

進
む
べ
き
目
標
が
明
確
に
な
っ
た
り
、
自

Ｓ
Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
を
ベ
ー
ス
に

海
外
高
校
と
の
協
働
学
習
を
開
始

観
点
を
絞
っ
た
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
で

指
導
の
方
針
や
内
容
を
共
有

地
域
学
習
を
通
し
て

市
民
性
も
育
む
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有
機
的
に
結
び
付
け
る
こ
れ
か
ら
の
教
育
活
動

か
ら
こ
そ
、
や
り
が
い
が
大
き
い
と
感
じ

ま
す
」（
中
村
和
浩
先
生
）

　

年
２
回
の
授
業
研
究
会
や
教
員
研
修
の

企
画
・
運
営
も
担
う
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
を
通
し
て

新
た
な
教
育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と
で
授

業
力
や
指
導
力
が
高
ま
り
、
学
力
向
上
が

も
た
ら
さ
れ
る
と
考
え
る
か
ら
だ
。

　

そ
の
他
、
県
内
外
の
高
校
を
招
き
、
環

境
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究

発
表
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
「
環

境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
会
」
の
運
営
も
Ｓ
Ｓ
Ｈ
・

研
究
部
が
支
え
て
い
る
。
理
科
の
高
橋
慧さ

と
し

先
生
は
、「
あ
く
ま
で
も
生
徒
主
体
で
企
画
・

運
営
を
進
め
、
各
校
の
生
徒
が
連
携
し
て

提
言
を
生
み
出
せ
る
よ
う
に
、
教
師
は
サ

ポ
ー
ト
に
徹
し
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　

Ｓ
Ｓ
Ｈ
・
研
究
部
の
尽
力
に
よ
り
、
16

年
度
か
ら
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ　
地
方
創
生
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
２
０
３
０
」
の
福
井

ク
ラ
ス
タ
ー
へ
の
参
加
が
決
ま
っ
て
い
る
。

　
「
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
テ
ー
マ
に
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
高
校
と
連
携
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
学
習
を
進
め
る
予
定
で
す
。
Ｓ

Ｓ
Ｈ
の
取
り
組
み
を
土
台
と
し
て
、
生
徒

が
更
に
探
究
心
を
深
め
ら
れ
る
環
境
を
整

え
て
い
き
ま
す
」（
中
村
和
浩
先
生
）

図１ 「探究科学Ⅰ」の評価規準とルーブリック

ルーブリックは、「２　もう一歩」「１　改善が必要」と続く。　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料を基に編集部で作成

太い色文字が生徒の変容を示している箇所。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊学校資料を基に編集部で作成

図２ 「探究協働会議」を経た生徒の変容

生徒の状態 研究ノートに見る生徒の記述の変化

２年７月
•教員の指導が
ない状態

〈目的〉伝統食品が今も食べられ続けているのは、私たちの生活や健康に対して何かしらの効果
があるためだと考え、どのような効果があるのかを調べる。
〈方法〉塩ウニやへしこから有効な成分を抽出して分析を行う。ペプチド、食塩量、味。

２年９月
•探究協働会議
を１回経験
•ルーブリックを
示された後

〈目的〉伝統食品が今も食べられ続けているのは、私たちの生活や健康に対して何かしらの効果
があるためだと考え、どのような効果があるのかを調べる。
〈方法〉市販品塩ウニと生ウニの熱水抽出エキスの塩分濃度、食塩添加量が 15％と 30％で
ある伝統的な製造方法で熟成させた塩ウニのタンパク質濃度、ACE 阻害活性をローリー法と
Cushman の方法で測定した。更に熱水抽出エキスを高血圧自然発症ラット（SHR）に投与し、
一定時間ごとに血圧を測定した。

２年１月
•２回の探究協
働会議を経験
•冬休みに福井
県立大の研究
室で実験を経
験した後

〈目的〉生鮮バフンウニに７％以上の食塩を加え熟成される塩ウニは、福井県の城主松平家が開
発・製造した日本３大珍味の１つである。越前海岸周辺では、現在でも珍味や保存食としてだ
けでなく、滋養強壮や体質改善などに効果があるとされ製造されている。そこで、本研究では、
塩ウニの健康性機能を探索するために塩ウニ熱水抽出エキスの高血圧抑制効果について研究を
行った。
〈方法〉生鮮バフンウニ、市販品食塩添加７％塩ウニ、伝統的製法の食塩添加 15％塩ウニの、
それぞれの熱水抽出エキスを調整した。熱水抽出エキスの塩分濃度、ペプチド濃度を測定し、
高血圧抑制効果は、Cushman の方法による ACE阻害活性測定と高血圧自然発症ラット（SHR）
の経口投与から測定した。

レベル パフォーマンスの特徴

５
素晴らしい

地域の様々な情報を正確に収集し、問題の背景を総合的な視点で捉え、自らの課題として課題を捉えた記述が
ある。科学的な視点で具体的な仮説が立てられており、解決可能な手法を用いた科学的で具体的な解決方法の
記述がある。地域及び学問領域において持続可能な開発・発展に役立つ課題であることが具体的に説明されて
いる。自らの興味・関心、知識や技術を十分に把握した上で、課題を設定することへの積極性や研究活動の意
義を具体的に記述している。

４
良い

地域の様々な情報を正確に収集し、問題の背景を総合的な視点で捉えた記述がある。科学的な視点で仮説が立
てられており、解決可能な手法を用いた科学的な解決方法の記述がある。地域及び学問領域において持続可能
な開発・発展に役立つ課題であることが説明されている。自らの興味・関心、知識や技術を十分に把握した上
で、課題を設定することへの積極性や研究活動の意義を記述している。

３
合格

地域の様々な情報を収集し、問題の背景の記述がある。仮説が立てられており、解決可能な手法を用いた解決
方法の記述がある。持続可能な開発・発展に役立つ課題であることが説明されている。自らの興味・関心を示
し、課題を設定することへの積極性や研究活動の意義を示す記述がある。

科
学
的
思
考
力
の
深
化

「課題設定能力」とは　事象の背景や現状を分析し、科学的根拠をもって仮説を立て、自らが発展的、独自性の
ある課題を設定する能力

「課題設定能力」を評価するための観点
①研究の動機　　②科学的に解決可能な問題への定式化　　③地域の問題認識の深さ
④持続可能な開発・発展に役立つものであるかどうか　　⑤学びに対する自主的・主体的な態度
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